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市
長
に
意
見
書
を
提
出

　

薩
摩
川
内
市
農
業
委
員
会
で
は
、
本
市
の

農
業
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
農
業
者
の
声

を
集
約
し
、
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策

の
改
善
に
向
け
た
意
見
書
を
、
２
月
23
日
、

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
を

要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化

　
お
よ
び
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

○
新
規
就
農
者
を
対
象
と
し
た
相
談
窓
口
、

研
修
制
度
を
強
化
す
る
こ
と

○
地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業
者

の
支
援
体
制
を
充
実
し
、
経
営
の
継
続

に
有
効
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

２
　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

○
遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な
が
る
事
業
を
継

続
し
、
農
地
の
利
用
集
積
に
関
す
る
広

報
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

○
農
業
環
境
向
上
の
た
め
の
施
設
の
整
備
を

継
続
し
、
維
持
管
理
の
支
援
も
継
続
す

る
こ
と

○
有
害
鳥
獣
対
策
を
継
続
・
拡
充
し
、
関
係

機
関
に
対
し
て
抜
本
的
対
策
を
講
じ
る

よ
う
要
望
す
る
こ
と

３
　
前
記
１
・
２
の
項
目
推
進
の
た
め
の

　
体
制
整
備
に
つ
い
て

○
農
業
政
策
や
計
画
の
立
案
に
当
た
っ
て

は
、
農
業
委
員
会
、
農
業
協
同
組
合
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

○
甑
島
地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
運

送
費
に
関
す
る
農
家
の
負
担
軽
減
策
を

拡
充
す
る
こ
と

○
農
業
委
員
会
の
事
務
局
体
制
を
整
備
・
強

化
す
る
こ
と

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
情
報
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、毎
月
の
総
会
終
了
後
、

担
当
す
る
地
域
ご
と
に
分
か
れ
て
、
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
情

報
交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

情
報
交
換
会
で
は
、
地
域
の
貸
し
手
・
借

り
手
の
情
報
交
換
や
、
担
当
地
区
内
の
農
地

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
題
に
つ
い
て
自
由
な
討
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
祁
答
院
地
域
や
東
郷
地
域
で
は
、

地
域
独
自
の
情
報
交
換
会
も
実
施
し
て
お

り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
実
施
に

努
め
て
い
ま
す
。

農
地
法
の
許
可
申
請
に
伴
い

　
　
　
　現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
は
農
業
委
員
会

の
、転
用
に
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
で
は
毎
月
、
農
地
の
売
買
や
貸

借
な
ど
の
申
請
を
受
け
付
け
、
農
地
法
の
規

定
に
適
合
し
て
い
る
か
審
査
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
受
理
す
る
と
、
申
請
地
の
現
地
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
は
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
２
人
で
行
い
、

申
請
人
の
立
ち
会
い
の
下
、
営
農
状
況
な
ど

を
聞
き
取
り
な
が
ら
、
耕
作
で
き
る
現
況
に

な
っ
て
い
る
か
、
境
界
は
明
確
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

総
会
で
審
議
・
議
決
が
行
わ
れ
、
許
可
書
の

発
行
や
県
知
事
へ
の
進
達
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
編
集
・
発
行
】＝
薩
摩
川
内
市
農
業
委
員
会
　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
薩
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第
2
号

▲有村会長から岩切市長へ意見書を提出

▲活発な議論が交わされる情報交換会

▲現地調査の様子（祁答院地域）
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湯
田
・
西
方
地
区
で

　
　
　
　遊
休
農
地
の
草
払
い
を
実
施

　

湯
田
地
区
で
は
、｢

湯
田
地
区
資
源
保
全

組
合｣

を
立
ち
上
げ
て
、
遊
休
農
地
解
消
に

向
け
て
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
西
方
地
区
に
は
保
全
組
合
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が

市
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
を
活

用
し
て
乗
用
草
払
い
機
を
購
入
し
、
遊
休
農

地
の
草
払
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
約
７
万
４
０
０
０
㎡
の
遊

休
農
地
の
う
ち
３
万
１
０
０
０
㎡
の
草
払
い

を
実
施
し
ま
し
た
。

見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
見

た
参
加
者
か
ら
は
、
次
は
ど
う
活
用
す
る
か

の
意
見
も
出
る
な
ど
、
今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

水
田
の
あ
ぜ
の
適
正
利
用
を

　

２
枚
以
上
の
水
田
を
借
り
て
耕
作
し
て
い

る
方
が
、
水
田
の
間
に
あ
る｢

あ
ぜ｣

の
部
分

を
取
り
払
っ
て
耕
作
し
て
い
る
事
例
が
市
内

各
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

あ
ぜ
を
取
り
払
う
と
、
水
田
の
面
積
が
増

え
、
大
型
機
械
の
往
来
も
し
や
す
く
な
る
な

ど
利
便
性
は
高
ま
り
ま
す
が
、
あ
ぜ
を
挟
ん

　
　

だ
水
田
の
所
有
者
が
別
人
で
あ
る
場
合
、
農

地
の
返
却
後
に
ど
こ
が
境
界
か
分
か
ら
な
く

な
り
、
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

借
り
て
い
る
水
田
の
あ
ぜ
を
取
り
払
っ

て
耕
作
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
関
係
す
る
所

有
者
に
書
面
で
承
諾
を
得
る
と
と
も
に
、
あ

ぜ
の
あ
っ
た
場
所
に
目
印
と
な
る
境
界
杭ぐ
い

な

ど
を
残
し
、
水
田
を
返
却
す
る
際
に
は
、
速

や
か
に
あ
ぜ
を
復
元
し
て
く
だ
さ
い
。　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実
施
中

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有
効
利
用
や

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
意
欲
あ
る

農
業
者
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
た
め
、
農
地

法
第
30
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
毎
年｢

利
用

状
況
調
査｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
期
間
は
、
７
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
市
内
の
全
て
の
農

地
を
総
点
検
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
は
、
調
査
員（
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
）が
、
農
地

内
に
立
ち
入
っ
て
農
地
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地

管
理
グ
ル
ー
プ（
内
線
５
６
2
１
）ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ（
鹿

島
支
所
は
産
業
建
設
グ
ル
ー
プ
）

鹿
児
島
の
農
地｢

貸
し
た
い｣｢

借
り
た
い｣

総
点
検
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
遊

休
農
地
の
解
消
・
活
用
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
、
農
業
委
員
会
で
は
市
内
在
住
の
全
て
の

農
家
を
戸
別
訪
問
し
て
い
ま
す
。調
査
で
は
、

現
在
の
営
農
状
況
や
農
地
の
保
有
状
況
、
今

後
の
農
地
の
利
用
見
通
し
な
ど
を
伺
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
調
査
は
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
行
い
、
調
査
の
実
施
期
間
は

平
成
32
年
４
月
ま
で
で
す
。

・
調
査
は
、
主
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
聞

き
取
り
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
留
守
の
場
合
は
、
不
在
連
絡
票
を
残
し
ま

　

す
の
で
、
記
載
さ
れ
た
内
容
に
従
い
、
確

　

認
や
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

▼
委
員
長　

蒲
生
原
良
廣

▼
副
委
員
長　

有
馬
康
夫

▼
委
員　

有
村
四
男
、

府
生
次
、
武
田

久
、
小
園
光
男
、
礒
道
博
和
、
藥
師
寺

し
げ
子
、
岩
元
博
德
、
德
利
忠
好
、
牧

田
信
一
、
梶
原
拓
二

▲乗用草払い機による遊休農地の草払い

　

Ａ
さ
ん
所
有
の
水
田
と
、
Ｂ
さ
ん
所

有
の
水
田
を
借
り
て
水
稲
を
耕
作
し
て

い
る
Ｃ
さ
ん
が
、
間
の
あ
ぜ
を
取
り
払

い
、目
印
も
付
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

Ａ
さ
ん
所
有
分
と
Ｂ
さ
ん
所
有
分
の
境

界
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａさん所有 Ｂさん所有

あぜがあった
ところ


